
公益社団法人日本青年会議所 東北地区 秋田ブロック協議会 2024年度 基本方針 

ブロック大会運営委員会 委員長 荒川 洋介 

委員会の未来 
メンバーが絆を深め切磋琢磨を繰り返すことでさらなる運動を展開し、親切心ある能動的な

地域のリーダーであふれる秋田を創造します。 
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設置背景 

明るい豊かな社会の実現のため、より良い運動を展開するには各 LOMの方針や運動を共有

することでベクトルを合わせることが重要です。メンバー同士が相互理解を深めることで他者

を思いやることのできる親切心を養い、最大限運動を発信する場の創出が必要です。 
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設置目的 

各 LOM、ブロックの方針や運動に共感を創出し、メンバーが親切心あふれる能動的なリーダ

ーへ成長するきっかけをつくります。 
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事業概要 

1.事業概要：合同懇談会の企画・実施 

ブロックと各 LOM の運動や方針への共有を行い、相互連携を図ることを目的とし、秋田ブロ

ック協議会役員、各 LOM理事長より 2024年度基本方針及び事業計画について説明します。 

◆LOM との連携方法 

2024年 2月に各 LOMから基本方針やスローガンを集約し合同懇談会で説明していただきま

す。 

◆パートナー 

なし  

2.事業概要：第 54回秋田ブロック大会 in大館の企画・運営 

ブロックの運動発信を軸としたメンバーの成長を目的とし、第54回秋田ブロック大会式典を開

催します。 

◆LOM との連携方法 

2024年 7月に大館にて主管 LOM実行委員会からのサポートを受けながら第 54回秋田ブロ

ック大会を運営します。 

◆パートナー 

1)大館市（官公署） 

2)大館 JC（主管 LOM） 

3.事業概要：ブロック内褒賞事業の実施及びその他褒賞に関わる事項 

事業に対する視野を広げ、各 LOM が展開する運動に誇りを持つために日本 JC が実施する

アワードの資料を活用し、さらなる運動の発信を図ります。 

◆LOM との連携方法 

第 54 回秋田ブロック大会時に各 LOM より事業発表を行っていただき、上位 3LOM を表彰し

ます。 

◆パートナー 

1)審査員（協力者） 

2)日本 JC各会議委員会（協力） 

3)東北地区協議会総務広報委員会（協力） 

 


